
12 月 3 日 斎藤幸平さんと考える―新型コロナと地球環境危機

斎藤幸平さんと考えるパート 2。
https://youtu.be/JnyWEeEf338 当日の配信が見れます。
SDGS はアヘンだの意味は、エシカル消費やエコバッグの身近な変革で満足してしまい資本主義のシス

テムが帝国主義的生活様式を見えなくしている事に気づかないままになる事への警鐘！

ファストファッションがウイグルやバングラの貧困や人権抑圧の上に成り立っている。

マクドは大規模機械化畜産業の権化。

技術も大事だが、電気自動車のバッテリーのためにリチウムの乱獲が既に始まりチリが犠牲になってい

る。

日本は 2周遅れ 日本はやっと脱炭素 EUは緑の資本主義 vs 脱成長

イノベーションだけで危機は克服できない。

それはコロナが経済のブレーキを踏んだ事で皮肉にも立証された。

アイスランドは脱成長を掲げ、バルセロナのクラウ市長らが市内を速度 30km以下に制限して中心部から

車を排除、道路や街をコモンとして再生する道を市民と歩みつつある


